
国
立
国
会
図
書
館
蔵

『豊
臣
公
報
君
僻
記
』

解
説
井
に
翻
刻
本
文

橋

斗
Ｕ
去
↑

勝

明

、「
Ｆ
Ｏ

宮
Ｓ
Ｂ
あ
命
ユ
ｏ
Ｌ
ｏ
Ｄ

ｏ
ヽ
ミ
弓
〇
く
〇
命
Ｏ
Ｆ
Ｌ
汗
〇

】ａ
Ｆ
キ
Ｄ
ｏ
伸
律
や
ヨ
【〇

ゴ
Ｏ
Ｎ
Ｆ
Ｅ
二
蚕
ヽ

中Ｄ
命ゴ
Ｏ
ｐ
ｐ
キ
Ｏ
ｏ
い
中
毎
一●
命
Ｆ
ず
いヽ
お
ヽ
い
ｐ
ａ
中命の
中ｐ
軒
ｏ
律
Ｆ
ｏ
市ｏ
お
ヽ
●
Ｏ
Ｂ
望
富
庁Ｏ
Ｆ
市

甲縛
浮
の
Ｆ
Ｈ
汗
中
王
【い
のゴ
ギ
Ｆ
ば
いヽ

一
、
解
　
説

こ
こ
に
翻
刻
を
す
る
国
立
国
会
図
書
館
蔵

『豊
臣
公
報
君
鮮
記
』
は
、
豊
臣
秀
吉

（
１
）

の
御
伽
衆
の

一
人
で
あ
る
大
村
由
己

が
著
し
た
漠
字
表
記
文
の
、
『惟
任
退
治
記
』

を
償
名
交
り
文
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
本
能
寺
の
変
に
於
け
る
秀

吉
の
功
績
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

『惟
任
退
治
記
』
は
、
天
正
十

（
一
五
人
三
）
年
の
奥
書
を
有
す
る
。
そ
の
翌
年

の
天
正
十

一

（
一
五
人
三
）
年
に

『豊
臣
公
報
君
儲
記
』
が
成
立
し
た
こ
と
が
、
そ

の
奥
書
か
ら
見
え
る
。

大
村
由
己
は
、
『惟
任
退
治
記
』
の
他
、
現
存
す
る
資
料
と
し
て

『播
州
征
伐
之

事
』
『柴
田
退
治
記
』
『紀
州
御
発
向
記
』
『関
白
任
官
記
』
『四
国
御
発
向
井
北
国
御

動
座
記
』
『衆
楽
行
幸
記
』
『小
田
原
御
陣
』
、
題
名
の
み
伝
わ
る
資
料
と
し
て

『西
国

征
伐
記
』
『大
政
所
御
煩
平
癒
記
』
『金
賦
之
記
』
『若
公
御
誕
生
之
記
』
が
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

『天
正
記
』
と
す
る
。
別
に
刊
本
の

『天
正
記
』
が
存

し
、
こ
れ
は

『惟
任
退
治
記
』
『柴
田
退
治
記
』
『紀
州
御
発
向
記
』
『関
白
任
官
記
』

国
立
国
会
図
書
館
蔵

『豊
臣
公
報
君
解
記
』
解
説
井
に
翻
刻
本
文

『四
国
御
発
向
井
北
国
御
動
座
記
』
『衆
楽
行
幸
記
』
『小
田
原
御
陣
』
を
仮
名
交
り
に

改
め
て
、
『太
か
う
さ
ま
ぐ
ん
き
の
う
ち
』
等
と
供
に
、　
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

漢
字
償
名
交
り
表
記
の

『豊
臣
公
報
君
雛
記
』
と
同
じ
く
、
漢
字
表
記
の

『惟
任

退
治
記
』
を
仮
名
交
り
表
記
に
改
め
た
本
文
と
し
て
、
『総
見
院
殿
追
善
記
』
が
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
奥
書
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

右

一
各
者
杉
原
七
郎
左
衛
門
尉
家
次
篇
秀
吉
御
名
代
京
都
執
催
之
聞
此
抄

物
常
時
之
御
名
誉
後
代
迄
可
相
賄

一
冊
也
故
研
硯
氷
染
禿
筆
為
諮
人

一
覧

態
交
償
字
書
之
者
也
　
　
徳
庵
望
永
種
筆

奥
書
を
記
し
た
永
種
は
、
松
永
姓
の
連
歌
作
者
で
、
そ
の
子
に
は
貞
徳
が
い
る
。

大
村
由
己
と
は
親
交
が
厚
く
、
能
筆
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

『豊
臣
公
報
君
雛
記
』
の
奥
書
に
は
自
己
が
秀
吉
の
仰
に
よ

っ
て
本
書
を
記
し
た
こ

と
、
又
玄
以
の
命
に
よ

っ
て
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右

一
各
者
播
州
之
住
藻
品
齋
由
己
家
秀
吉
之
仰
作
記
之
云
々
今
天
下
之
司

職
玄
以
尊
老
巌
命
難
辞
之
間
乍
憚
避
研
撃
展
白
椿
陰
昏
鳩
者
也
篤
恐
之

こ
こ
に
見
え
る
玄
以
と
は
、
後
に
秀
吉
死
去
の
際
に
定
め
ら
れ
た
五
奉
行
の

一
人

（
４
）

と
な
っ
た
前
田
玄
以

で
あ
る
。
前
田
玄
以
が
京
都
所
司
代
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
天
正

十

一
年
で
あ
り
、
奥
書
中
玄
以
を

「
天
下
之
司
職
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
又
杉
原
家

次
が
京
都
所
司
代
の
職
に
あ

っ
た
の
が
、
天
正
十

一
年
迄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『総
見

院
殿
追
善
記
』
の
奥
書
に
は
年
号
が
入

っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
記
事
と
あ
わ
せ
考
え

る
と
、
両
書
が
成

っ
た
の
は
天
正
十

一
年
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『豊
臣
公
報
君
雛
記
』
の
後
書
部
分
に
見
え
る
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
資
料
が
寛

永
十
三
年
に
松
庵
玄
茂
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
玄

茂
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

一



『総
見
院
殿
追
善
記
』
の
奥
書

に
よ
る
と
、
諸
人

に

一
覧
す

る
為

に
態
と
伎
名
を
交

え

て
書

い
た
も

の
で
あ

る
こ
と

が
知

ら
れ
る
。
漢
字
表
記

の
本
文
を
侵
名
交
り
表
記

に
改

め
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
語
文
と
し

て
如
何
な

る
変
化

が
見
ら
れ
る

の
か
と

い

う

よ
う

な
、
国
語
学
的
上

の
価
値

に

つ
い
て
は
別

に
稿
を
用
意
す

る
こ
と
と
し

て
、

本
稿

で
は
若
干

の
解
説
と
翻
刻
本
文
を
掲
載
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
広
く
紹
介
す
る

に
留

め
る
。（注

）

（１
）
大
村
自
己
に
つ
い
て
は
、
庵
谷
巌

「梅
庵
由
己
伝
補
遺
」
翁
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報

告
』
第
二
八
号
）
に
詳
し
い
。

（２
）
本
資
料
と
同
一
内
容
及
び
表
記
を
有
す
る
本
文
は
、
『総
見
院
殿
追
善
記
』
の
他
に
、
神
宮

文
庫
蔵

『本
能
寺
記
』
が
存
す
る
。

（３
）
小
高
敏
郎

『新
訂
松
永
貞
徳
の
研
究
』
（臨
川
書
店
、
昭
和
二
人
年

一
一
月
初
版
、
昭
和
六

三
年

一
〇
月
復
刻
版
）
の
一
七
頁
に
詳
し
い
。

（４
）
阿
倍
猛
・
西
村
圭
子
編

『戦
国
人
名
辞
典
』
（新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
年
九
月
）
を
参

照
し
た
。

二
、
豊
自　
誌

書
誌
に
つ
い
て
、
簡
略
な
が
ら
左
に
記
す
。

み
十
五
六
号
）

江
戸
時
代
寛
永
十
三
年
写
、
袋
綴
装
、
椿
紙
、
「国
立
国
会
図
書
館
」
朱

印
、
「明
治
九
年
文
部
省
交
付
」
朱
印
、
界
線
ナ
シ
、
人
行

一
七
年
、
漢
字

平
債
名
交
り
文
、
墨
字
訓
ア
リ
、
朱
引
ア
リ
、
縦
二
九

・
八
×
横
二

一
・

○
糎
、
三

一
紙
、
内
題

・
尾
題
ナ
シ

（後
補
表
紙
外
題
）
豊
臣
公
報
君
解
記

（原
表
紙
外
題
）
豊
臣
公
報
君
雛
記

（原
表
紙
右
下
）
安
永
丙
成
仲
秋
十
六
夜
至
十
七
朝
全
再
読
畢

二

本
資
料
の
本
文
前
後
に
は
比
較
的
纏
ま

っ
た
前
書

・
後
書
が
存
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

纏
ま

っ
た
分
量
で
あ
る
の
で
翻
刻
し
、
〔前
書
〕
〔後
書
〕
と
し
て
、
資
料
の
配
置
通

り

〔本
文
〕
の
前
後
に
置
い
た
。

三
、
凡
例
井
に
翻
刻
本
文

〔凡
例
〕

一
、
漢
字
は
原
則
正
字
体
と
し
た
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
に
無
い
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ

に
準
ず
る
漢
字
を
用
い
て
表
記
し
た
。

一
、
小
書
き
の
仮
名
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
小
書
き
表
記
と
し
た
。
又
侵
名
字
体
に

つ
い
て
は
、
小
書
き
の
仮
名
は
底
本
の
通
り
現
行
の
片
償
名
字
体
と
し
た
。

一
、
行
頭
に
は
▲
を
付
し
、
改
丁
最
初
の
行
頭
に
は
▲
の
右
傍
に

「
一
オ
」
の
如
く

丁
数
と
表
裏
と
を
表
示
し
た
。

一
、
合
字
の

「な
」
は

「
よ
り
」
と
表
記
し
た
。
又
、
「之
」
に
つ
い
て
仮
名

・
漢

字
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
も
の
は
漢
字
表
記
と
し
た
。

一
、
朱
引
は
全
て
省
略
に
従

っ
た
。

〔前
書
〕

▲
一　
信
長
公
時
代
≡ス
由
己

一
人
天
下
無
雙
ノ儒
掌
者
也
▲
其
比
之
歌
學
者
永
岡
幽
齋
太

子
堂
高
英
▲
由
己
此
二
人
之
衆
天
下
之
名
人
也
二

　

太
閤
秀
吉
公
典
柴
田
修
理
柳
瀬

合
戦
之
時
▲
福
嶋
市
松
諸
軍
勢
之
内

一
番
鑓
御
感
状
有
土
と
番
鎧
石
川
兵
助
討
死
也
▲

二
番
鑓
加
藤
孫
六
御
感
状
有

一
騎
営
千
土
屯
番
鑓
櫻
井
和
泉
守
又
若
窯
　
同
断
▲
四

番
鑓
加
藤
虎
之
助
　
同
断
二

　

天
正
十
年
五
月
二穴
山
伊
豆
守
家
康
卿
▲
御
同
道
ニ
テ

信
長
公
へ御
薩
二御
上
洛
之
削
如
此
▲
△
厳
重
タ
ト
ヘ
ハ
紛

ナ
シ
ト
イ
ハ
ン
篤
也
二

↑
）

備
中
囲
高
松
城
主
者
清
水
武
蔵
守
卜
云
也
▲
舟
を
浮
て
切
腹
也
秀
吉
公
よ
り
上
使
坂



尾
茂
助
二

　
太
閤
秀
吉
公
御
内
之
四
傑
者
木
村
常
陸
介
▲前
野
但
馬
守
中
村
式
部
少

輔
坂
尾
帯
刀
二

　
秀
吉
公
者
漢
高
祖
二比
而
可
也
▲
漢
高
祖
之
四
傑
斎
何
曹
参
韓
信

張
良
士

　
柴
田
修
理
亮
勝
家
ヲ
ハ楚
項
羽
二比
也
▲史
記
高
祖
本
記
第
八
．一云
▲項
羽
妬
レ

賢
嫉
レ
能
有
レ功
者

害
之
賢
者

▲疑
　
之
戦
‐
勝
　
而
不
レ典
二人
一功
得
レ地
而
不
レ

果
一一人
‐
▲
利
一此
所
言
以
失
二
天
―
下
一也
二

　
柴
田
修
理
内
佐
久
問
玄
春
者

一
騎
営

千
名
大
指
也
二

　
式
目
十
六
ヶ
篠
承
久
兵
馳
時
浸
収
地
事
▲但
家
人
外
下
司
店
官
の

輩
京
方
之
答
▲縦

雖
三露
顕
　
　
一今
‐
更
不
レ能
二改
沙
汰
一之
由
去
年
▲被
二議
定

　

・

畢
者

ハ不
スレ
及
二異
儀
た
フ一レｚ
舞
ぱ
卿
内
本
多
中
務
渡
辺
忠
右
衛
門

一
騎
営
千
也
二

武
田
四
郎
勝
頼
之
事
信
長
記
甲
陽
軍
鑑
有
▲本
多
中
務
殿
本
多
三
爾
殿
此
時
合
戦
ニ

手
柄
有
士
一爾
殿
石
塔
銘
二此
候
道
奉
書
被
申
候
也
▲論
語
角
政
第
二
孔
子
期
国
碁
レ

蔵
子
ヲ餌
羊
諸
濡
弓
ル
フ研
Ｔ
ほ
ド
限咋
抑
け鑑
昭
脳
岬
辞
翻
翠
町
用
正
直

之
人
＆
寧
‐置
邪
柾
▲
論
銚
田

公
治
長
第
五
子
謂
二公
治
長
一可
レ妻
　
難

レ
▲
在
二繰
祉

之
中
一非
二　
其
罪
一也
以
二其

子
ヲ
十一郭
父
之
▲
注

鯛
黒キ安細
隅
鞍
齢
聴
瀞
以也子鵬
執
脚
期
陥
靴
略
長
也
▲
一
　
備
一中
囲
一品
松
【城
尾
政
（

之

一
巻
▲
太
閤
様
ョリ
大
田
三
閑

へ
之
御
返
事
二候
也

（翻
刻
注
）
（１
）
行
頭
墨
書

「御
下
知
之
刻
」
ア
リ

（２
）
行
頭
墨
書

「羽
柴
美
濃
殿
内
衆
ナ
リ
」
ア
リ

（３
）
左
傍
墨
書

「
一
騎
営
千
」
ア
リ

〔本
文
〕

▲
夫

つ
ら
／
ヽ
世
間
の
盛
衰
を
槻
す
る
ェ南
山
▲
の
春
の
花
は
逆
風
こ
れ
を
散
し
東
嶺

の
▲
秋
の
月
今
狂
雲
こ
れ
を
戒
す
千
歳
の
松
も
斧
▲
斤
の
厄
を
免
れ
す
万
代
の
霊
も
豊

割
焦
の
▲
憂
な
か
ら
ん
や
樫
花
の
染
胡
蝶
の
夢
何
を
か
▲
羨

ミ何
を
か
悲
し
ま
ん
抑

贈

一
品
左
相
府
▲
平
朝
臣
信
長
天
下
二棟
梁
し
囲
家
二盤
梅
▲
た
る
事
歳
久
し
此
先
江
州

安
土
山
二城
郭
ラ
▲
構

へ
大
石
を
以
出
を
家
み
東
西
の
自
南
北
の
墓
▲金
殿
紫
閣
天
上
の

雲
に
運
な
り
玉
緩
粉
措
▲
湖
水
の
波
に
輝
く
其
の
地
の
勝
絶
算
言

へ
か
▲
ら
す
添
　
上

国
立
国
会
図
書
館
蔵

『豊
臣
公
報
君
雛
記
』
解
説
井
に
翻
刻
本
文

皇
を
始
奉
り
日
々
二勅
使
を
立
月
▲
卿
雲
客
床
を
対
し
百
官
諸
侯
座
を
烈
ぬ
▲
九
重
城

閥
今
愛
二あ
り
と
い
ひ
つ
へ
し
三
管
領
▲
其
外
諸
国
主
人
稽
首
せ
さ
る
者
な
し
或
は
▲

山
野
二出
時
は
敷
百
連
の
鷹
を
集
て
狩
場
▲
の
遊
を
成
或
は
京
洛
に
上
時
は
千
高
騎
の

馬
を
主
況
て
馬
場
の
果
を
成
朝
に
は
碁
レ
直
　
錯
二
諸
柾
一　
▲
の
政
道
を
行
夕
に
は
翠

帳
紅
闇
二入
て
三
千
▲
の
龍
愛
を
専
と
す
日
々
の
徳
行
夜
々
の
遊
宴
▲
築
餘
有
彼
騒
山

官
の
集
花
上
陽
殿
の
築
▲寧
こ
れ
に
過

へ
け
む
や
四

二武
田
四
郎
勝
頼
と
▲
い
ふ
者
あ

り
甲
信
雨
園
の
領
主
と
し
て
年
末
▲
の
朝
敵
た
り
故
二織
田
城
介
平
朝
臣
信
忠
信
▲
州

に
至
て
出
馬
あ
り
高
遠
の
城
を
取
巷
勝
頼
▲
舎
弟
仁
科
五
郎
井
小
山
田
備
中
守
相
践

地
▲
也
川
尻
典
兵
衛
尉
調
略
を
以
即
時
攻
崩
悉
ｒ
」
れ
を
討
果
す
其
競
を
以
甲
州
韮
崎

ノ
府
中
．云
入
勝
頼

一
戦
に
及
は
す
敗
北
し
て
天
目
山
一云
隠
ぬ
信
忠
先
勢
川
尻
興
兵
衛

尉
瀧
川
左
▲
近
丞
彼
山
中

へ
追
詰
敷
ヶ
度
合
戦
二及
終
．云
武
田
勝
頼
同
嫡
子
太
郎
信
勝

同
左
馬
助
▲
勝
定
過
逢
軒
に
至
ま
て
彼

一
族
悉
首
ヲ
討
▲
末
甲
州
駿
州
信
州
三
箇
囲
本

意
二属
す
る
旨
▲
上
聞
に
達
す
切
御
動
座
あ
り
三
箇
囲
御

一
▲
見
之
刻
相
残
開
束
の
諸

大
名
悉
御
味
方
．云
馳
参
者
也
将
軍
年
末
富
士
山
御
見
物
之
▲
望
あ
り
斯
山
は
天
竺
支

那
扶
桑
三
囲
無
▲
雙
の
名
山
也
然
を
今
吾
山
と
成
て
見
る
大
▲
望
を
達
す
る
快
喜
斜
な

ら
す
そ
れ
よ
り
遠
州
▲参
州
に
赴
き
徳
川
参
河
守
家
康
の
舘
二至
て
▲
御
滞
留
あ
り
蕨

后
親
子
相
共
御
馬
を
納
給
▲
扱
も
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
は
去
天
正
六
年
▲
播
州
こ馳
下
別

所
を
退
治
し
て
よ
り
以
降
西
▲
囲
征
伐
の
軍
主
を
給
備
前
美
作
之
守
護
▲
宇
喜
多
を
手

に
層
し
播
磨
但
馬
因
幡
五
▲
ヶ
囲
の
人
敷
を
引
率
し
天
正
十
年
三
月
十
▲
五
日
備
中
囲

二馳
向
冠
城
に
押
寄
敵
の
備
尤
▲
剛
強
也
然
に
此
城
二
お
い
て
は
縦
人
敷
を
損
す
と
▲
い

ふ
と
も
無
二
に
攻
敗
西
囲
の
響
と
成

へ
き
占
日
兼
て
相
定
畢
即
杉
原
七
郎
左
衛
門
尉

荒
▲
木
平
大
夫
千
石
権
兵
衛
尉
先
彼
地
の
肝
要
▲
た
る
水
手
に
攻
入
是
を
と
る
秀
吉
感

悦
し
て
▲
彼
雨
三
人
に
馬
太
刀
を
遣
は
す
城
よ
り
種
々
▲
懇
望
を
轟
す
と
い
へ
と
も
承

引
な
く
高
年
五
▲
丁
の
攻
を
成
て
即
時
に
乗
込
悉
首
ヲ刻
畢
ぬ
▲
時
日
フ移
さ
す
河
屋
城

を
取
各
彼
城
主
寄
▲
手
の
威
猛
を
み
て
毛
利
家
の
援
兵
を
待
▲
す
し
て
掻
楯
を
下
し
甲

を
脱
て
降
参
す
る
間
▲
命
ヲ扶

追
逃
す
其
後
高
松
城
に
寄
て
み
る
，丞
三
方
二澤
沼
あ
り

管
人
馬
の
通
な
し

一
方
は
▲
重
々
大
堀
を
構
毛
利
家
よ
り
敷
年
相
神
▲
た
る
要
害
也
縦

三



日
本
囲
を
寄
攻
と
も
鞭
力
▲攻
に
及
へ
か
ら
す
然
間
秀
吉
工
夫
し
て
水
攻
に
▲す
へ
き

行
　
な
す
城
の
廻
二
三
里
の
間
出
と
ひ
▲
と
し
く
堤
を
築
材
木
を
よ
せ
程
　
を
か
き

大
河
▲
小
河
の
水
上
を
尋
山
を
堀
岩
石
を
切
抜
漢
戸
▲溝
川
田
邊
の
瀦

水
ま
て
も
悉

流
懸
忽
二彼
▲地
を

一
の
湖
水
と
な
す
新
く
築
出
塀

上
に
は
▲付
城
敷
ヶ
所
相
推
大
船

を
造

筏

を
組
敵
城
士
一九
攻
込
合
壁
屋
宅
引
沸
甲
丸

一
ヶ
と
成
す
▲敵
の
軍
士
水
の

振
に
随
て
大
木
の
梢
に
床
を
▲掻
板
を
揚
む
波
に
漂

フ舎
宅
は
只
舟
の
人
▲
た
る
か
如

し
是
籠
中
の
鳥
綱
代
の
魚
の
悲
も
▲是
に
過
へ
か
ら
す
又
人
敷

一
高
餘
騎
ラ引
分
▲
五

町
十
町
か
間
を
隔
て
置
之
後
詰
手
営
の
▲篤
也
然
庭
か
毛
利
右
馬
頭
輝
元
小
早
川
左

衛
▲
門
尉
隆
景
吉
川
駿
河
守
元
春
彼
高
松
城
▲救
を
成
へ
し
偏
二備
中
表
二を
ひ
て
骸
ヲ

曝
▲
へ
き
旨
議
定

　

し
て
分
囲
十
箇
囲
の
人
敷
▲
八
高
餘
騎
を
引
率
し
て
備
中
囲
高

松
の
▲績
釈
迦
峯
不
動
嶽
に
陣
を
取
敵
問
十
町
】ェ
過
す
其
程
二川
有
故
二左
右
方
相
懸

事
ヲ得
す
▲然
に
秀
吉
彼
後
詰
に
切
懸
追
崩
へ
き
事
屑

　

▲
な
ら
す
即
営
日
に
西
囲

一

篇
に
局
す
へ
き
旨
▲上
意
を
得
給
ふ
庭
に
御
下
知
を
成
下
卒
爾
ノ▲合
戦
然
へ
か
ら
す
即

八
ウ

御
詫
を
堀
久
太
郎
二池
田
▲
勝
三
郎
中
川
瀬
兵
衛
高
山
右
近
丞
を
相
添
ス
悉
遣
す
　
格

軍
は
信
忠
を
相
語
御
上
洛
有
▲
畢
て
惟
任
日
向
守
光
秀
を
軍
使
と
し
て
着
陣
Ｘ
秀
吉

と
相
談
す

へ
し
合
戦
の
賃
否
に
よ
つ
て
▲
御
動
座
有

へ
き
旨
巌
重
也
惟
任
　
公
儀
を
▲

奉
り
三
高
餘
騎
を
揃

備
中

へ
は
下
ら
す
し
て
▲
密
に
謀
反
を
工
併
営
座
の
存
念
に
非

す
年
▲
末
の
逆
意
識
察
す
る
所
也
五
月
十
八
日
愛
宕
▲
山
二
の
ほ
り

一
座
之
連
歌
を
催

す
光
秀
発
句
云

▲
時
は
い
ま
あ
め
か
し
た
し
る
さ
月
か
な

▲
今
是
を
思
惟
す
る
に
誠
に
謀
反
の
先
兆
也
然
．ェ
天
正
十
年
六
月
朔
日
夜
半
よ
り
彼

二
高
餘
▲
騎
を
延

丹
波
囲
亀
山
を
立
四
僚
西
洞
院
本
能
▲
寺
相
府
の
御
所

へ
押
寄

格
軍
此
事
夢
こ
▲
知
召
給
は
す
宵
に
は
信
忠
を
近
付
常
よ
り
も
▲
親
く
我
壮
年
の
昔
を

語
且
は
思
残
こ
と
な
き
▲
果
報
を
悦
ひ
兼
は
高
代
長
久
の
榮
耀
を
工
▲
村
井
入
道
春
長

其
外
近
習
の
小
性
以
下
二至
▲
ま
て
憐
懸
の
御
詞
を
加
給
ふ
深
更
二及
問
信
忠
▲御
暇
乞

あ
り
妙
覺
寺
の
屋
形
一一還
入
給
ぬ
▲
格
軍
も
深
間
に
入
佳
妃
好
嫁
を
ヲ集
鴛
鵜
▲
の
袋
運

理
の
枕
夜
半
の
私
語
誠
二世
間
の
夢
▲
の
限
に
非
す
や
惟
任
は
少
途
中
．一ひ
か

へ
魁
と

四

し
て
▲
明
智
爾
平
次
同
勝
兵
衛
同
次
右
衛
門
同
孫
十
郎
▲斎
藤
内
蔵
助
其
外
諸
卒
四
方

二人
敷
を
分
▲御
所
の
廻
を
取
各
夜
も
明
闇

時
分
合
壁
引
▲壊

門
木
戸
切
破

一
度
に

颯
と
乱
入
　
将
軍
▲御
運
の
蓋
庭
は
近
頃
天
下
辞
諭
の
篠
御
用
心
も
▲な
く
囲
々
の
諸

侍
或
は
西
囲
出
張
或
東
囲
▲警
回
と
し
て
残
置
又
織
田
三
七
信
孝
四
囲
．云
渡
海
あ
る

へ
き
調
儀
と
し
て
惟
任
五
郎
左
衛
門
尉
▲長
秀
蜂
屋
伯
者
守
相
添
和
泉
堺
津
二在
陣
ス▲

其
外
諸
侍
西
囲
御
動
座
御
供
用
意
の
角
．云
在
囲
せ
し
め
無
人
の
御
在
京
也
偶
御
供
の

人
々
も
▲洛
中
所
々
に
打
散
思
々
遊
興
に
て
御
番
所
に
は
▲漸
小
性
衆
百
人
二過
さ
る

也
　
指
軍
夜
討
と
や
▲聞
含
森
乱
を
近
付
問
給
ふ
惟
任
謀
反
の
由
▲申
上
る
怨
を
以
恩

を
報
す
る
謂
様
な
き
二非
す
▲生
あ
る
者
の
奥
す
る
事
定
道
也
今
更
驚
▲
へ
き
に
あ
ら

ず
と
て
弓
乙
執
廣
縁
さ
し
て
出
給
▲向
兵
五
六
人
射
伏
後
は
十
文
字
鎌
に
て
敵
▲敷
輩

懸
倒
門
外
ま
て
追
散
し
敷
ヶ
所
御
疵
ヲ▲被
御
座
所
さ
し
て
入
給
ふ
森
馳
を
始
と
し
て

高
▲橋
虎
松
大
塚
又

一
落
合
小
八
郎
菅
屋
角
戒
▲
中
尾
源
太
郎
薄
田
興
五
郎
狩
野
又
九

郎
▲湯
浅
甚
介
馬
乗
勝
介
針
阿
爾
等
思
々
二働
て
二

端
防
戦
と
い
へ
と
も
多
勢
二攻
立

ら
れ
て
悉
討
▲
果
ぬ
　
指
軍
日
比
は
春
花
か
秋
月
か
と
翫
給
ふ
▲紅
紫
粉
黛
を
悉
指
殺

し
御
殿
二手
つ
か
ら
▲火
を
懸
て
御
腹
召
畢
ぬ
村
井
入
道
春
長
は
御
▲
門
外
二家
あ
り
御

所
の
震
動
す
る
を
開
始
は
▲喧
詳
と
思
ひ
物
具
取
あ
へ
す
走
出
相
銀
　
と
思
ひ
ぇ
是

を
見
る
に
惟
任
人
敷
二
高
餘
騎
園
を
な
す
二

所
二懸
入
ら
ん
と
思
ひ
術
計
を
蓋
と
い

へ
と
も
叶
▲
は
す
然
間
信
忠
御
陣
所
の
妙
覺
寺

へ
馳
参
此
占
日
申
上
る
　
信
忠
は
是
非

本
能
寺

へ
懸
入
諸
▲
共
二腹
を
切
へ
き
会
議
あ
り
と
い
へ
と
も
敵
重
々
▲
堅
固
の
国
な

れ
は
天
を
翔
翼
な
ら
て
は
通
路
▲叶
か
た
し
誠
に
肥
尺
千
里
歎
て
も
餘
有
然
に
妙
▲覺

寺
は
浅
間
の
所
な
り
近
邊
何
方
に
か
腹
を
▲
切
へ
き
舘
や
あ
る
と
問
給
奉
長
承
黍
も
▲

親
王
御
座
二
篠
の
御
所
こ
そ
然
へ
け
れ
と
て
即
▲案
内
を
申
　
春
官
を
は
輩
に
て
内

裏

へ
移
奉
て
▲信
忠
機
二五
六
百
計
に
て
入
給
ふ
馳
加
も
の
一
千
▲餘
騎
御
前
二あ
る
人

々
は
御
舎
弟
ノ御
坊
織
田
▲
又
十
郎
村
井
春
長
国
平
八
菅
屋
九
右
衛
門
尉
▲
親
子
三
人

福
富
平
左
衛
門
猪
子
兵
助
下
石
彦
▲右
衛
門
野
々
村
三
十
郎
赤
澤
七
郎
右
衛
門
齋
藤
▲

新
五
津
田
九
郎
次
郎
篠
河
兵
庫
助
毛
利
▲新
介
塙

得
三
郎
桑
原
吉
戒
水
野
九
戒
小
山

▲
田
輔
太
郎
櫻
木
偉
七
小
澤
春
日
源
八
此
外
歴
々
▲諸
侍
思
切
惟
任
か
寄
束
を
待
懸
た



り
惟
任
者
▲
指
軍
に
御
腹
を
召
御
殿
に
火
焔
の
上
を
見
て
▲
安
堵
の
思
を
成
て
信
忠
御

陣
所
を
尋
ぬ
る
一ｆ
工
篠
の
御
所
に
楯
籠
給
由
を
聞
人
馬
二息
を
も
績
▲
せ
す
即
時
に
押

寄
御
所
一京
勿
論
覺
悟
前
追
手
▲
を
引
開
弓
銭
胞
を
前
二立
遊
内
二抽
　
軍
兵
▲
思
々
の
得

道
具
を
持
前
後
を
鎮

て
遊
居
た
り
▲魁
兵
共
面
も
憚
　
す
懸
け
り
使
の
弓
銭
胞
に
て

▲
差
取
引
取
射
退
て
排

庭
ヲ衝
て
出
追
沸
▲
推
込
れ
敷
刻
防
戦
敵
は
六
具
と
固
荒
手
を

▲
入
替
々
々
攻
宋
味
方
は
素
膚
唯

一
計
也
心
は
▲
剛
に
勇
と
い
へ
と
も
長
鑓
大
打
物
に

て
刃
を
揃
ス
攻
戦
程
二愛
に
て
は
五
十
人
彼
に
て
は
百
餘
人
残
▲
少
二討
な
さ
れ
御
殿
間

近
く
詰
寄
た
り
信
忠
御
▲
兄
弟
御
腹
巷
を
め
さ
れ
御
近
習
の
面
々
も
百
人
▲
計
具
足
を

着
し
信
忠

一
番
二切
出
面
二進
兵
十
七
▲
八
人
切
伏
御
傍
の
人
々
も
我
劣
ら
し
と
火
花

を
▲
散
し
相
戦
四
方

へ
颯
と
追
散
す
其
時
明
智
▲
孫
十
郎
杉
生
三
右
衛
門
加
成
清
次
其

外
究
克
ノ
▲
兵
敷
百
人
名
乗
て
取
返
し
切
懸
信
忠
御
覧
▲
員
中
二切
入
日
頃
稽
古
し
給
兵

法
古
流
営
▲
流
秘
停
の

一
太
刀
返
も
奥
儀
蓋
し
て
切
廻
り
▲
孫
十
郎
を
切
伏
給
二績
清

次
三
右
衛
門
か
首
丁
々
▲
と
打
落
す
御
近
習
の
面
々
も
力
の
限
切
合
内
二攻
▲
入
敵
の

人
敷
残
少
二討
果
す
最
後
の
合
戦
残
所
▲
な
し
　
指
軍
御
供
可
申
と
て
御
殿
の
四
方

ヘ

▲
火
を
懸
員
中
二取
籠
御
腹
十
文
字
二切
給
其
外
▲
の
精
兵
思
々
に
自
害
し
て

一
度
に
焔

と
成
二け
り
▲
格
軍
御
歳
四
十
九
信
忠
御
歳
十
六
惜

へ
し
▲
悲
　
へ
し
上
下
高
民
皆
愁

涙
に
沈
す
と
云
事
▲
な
し
又
濃
州
住
人
松
野
平
助

一
忠
其
夜
は
▲
邊
土
に
在
し
か
夜
討

の
出
を
聞
馳
宋
庭
に
▲
御
所
之
軍
散
し
父
子
御
腹
ヲ
召
間
力
及
は
す
▲
妙
頴
寺

へ
奔
入

追
腹
を
切

へ
き
覺
悟
を
定
畢
二

忠
元
末
不
肖
の
身
也
馨
道
を
専
と
し
常
歌
▲
道
二心

を
懸
又
武
を
兼
た
る
士
也
又
参
掌
二眼
ヲ
▲
曝
故
二鮮
世
と
し
て

一
首
の
歌

一
句
の
偶
云

▲
そ
の
き
は
に
き
え
の
こ
る
身
の
う
き
雲
も

▲
つ
ゐ
に
は
お
な
し
み
ち
の
山
風

▲
手
握
活
人
三
尺
創
即
令
栽
断

一
乾
坤

▲
か
く
の
こ
と
く
書
置
腹
十
文
字
に
掻
切
臓
肺
を
▲
馴

出
し
死
す
無
比
類
働
と
て
諸

人
皆
感
涙
を
▲
催
け
り
惟
任
は
洛
中
を
し
つ
め
勝
龍
寺
】京
勝
兵
衛
ラ
▲
残
置
其
日
の
午

刻
計
ェ坂
本
の
城
二至
安
土
山
一ス
▲
此
旨
俸
聞
之
宿
直
の
番
衆
を
始
て
前
夫
人
北
▲
方
西

之
封
東
南
之
局
之
妾
古
後
達
奴
婢
雑
▲
人
二至
迄
か
ち
裸
足
に
て
散
々
二逃
走
▲
指
軍
御

国
立
国
会
図
書
館
蔵

『豊
臣
公
報
君
儲
記
』
解
説
井
に
翻
刻
本
文

在
世
の
時
は
た
ゝ
侵
初
の
往
還
二も
鴛
レ興

▲飾
レ車
ヲ千
乗
高
騎
之
惨
　
に
て
美
々
敷

粧
今
更
▲引
替
愁
苦
辛
勤
の
消
息
た
と
へ
は
唐
玄
宗
▲楊
貴
妃
藤
山
か
兵
塵
に
蜀
道
の

難
悲
ヲ凌
▲楚
項
羽
の
虞
美
人
高
祖
の
攻
を
受
鳥
江
の
波
一云
漂
う
れ
ひ
何
そ
こ
れ
に
異

な
ら
ん
や
さ
て
惟
任
▲安
上
に
入
御
殿
に
う
つ
り
模
閣
に
の
ほ
り
此
年
月
▲集
給
ふ
敷

寄
の
道
具
天
下
の
重
賛
金
銀
珠
▲玉
綾
羅
錦
繍
に
至
ま
て
悉
取
脚
長
濱
悼
▲
山
に
乱
入

し
江
州

一
篇
に
相
徒

へ
六
月
十
日
▲坂
本
に
踊
城
す
然
二惟
任
合
槌
の
侍
丹
後
守
護

▲長
岡
兵
部
太
輔
藤
孝
大
和
国
守
護
筒
井
▲順
慶

へ
京
郡
の
趣
注
進
せ
し
む
る
急
度
上

洛
▲あ
る
へ
き
旨
再
三
使
札
を
遣
は
す
と
い
へ
共
逆
意
▲
た
る
間
相
興
せ
さ
る
者
也
又

泉
堺
に
在
陣
せ
し
▲
織
田
三
七
信
孝
惟
任
五
郎
左
衛
門
尉
長
秀
停
聞

▲織
田
七
兵
衛

信
澄
は
惟
任
所
縁
た
る
故
又
▲持
軍
へ
も
意
趣
な
き
に
非
す
労
大
坂
へ
押
寄
▲討
果
者

也
扱
も
備
中
表
に
は
六
月
二
日
夜
半
計
▲密
に
注
進
あ
り
秀
吉
是
を
聞
心
中
の
愁
傷

限
▲な
し
と
い
へ
と
も
少
も
色
に
出
さ
す
爾
陣
を
張
寄
▲
日
畑
の
要
害
等
策
を
以
現
形

せ
し
め
其
外

一
統
▲
の
者
悉
引
着
其
時
秀
吉
狂
歌
を
よ
み
て
諸
陣
ヲ▲欄
也

▲雨
川
の
ひ
と
つ
に
な
り
て
お
ち
ぬ
れ
は

▲も
り
高
松
も
藻
く
つ
に
そ
な
る

▲扱
高
松
城
大
指
五
六
人
に
腹
を
切
せ
残
黛
相
扶

▲
へ
き
の
旨
降
参
致
す
又
毛
利
家

よ
り
篠
々
懇
望
有
▲分
囲
の
内
備
中
備
後
伯
者
出
雲
石
見
以
上
▲
五
ヶ
囲
を
渡
進
誓
紙

を
添
人
質
を
出
御
旗
を
▲
讀
へ
き
由
再
三
申
宋
然
二高
松
の
事
有
情
の
類
▲雑
大
に
至

ま
て
悉
攻
殺
し
毛
利
家
二を
ひ
て
は
ム其
根
を
断
其
葉
を
枯
す
へ
き
存
念
た
り
と
い
ヘ

共
▲
先
速
二京
郡
の
本
意
を
達
す

へ
き
と
の
思
惟
ラ
以
▲
主
人
三
人
二腹
を
切
せ
雑
兵
ヲ

扶

杉
原
七
郎
左
衛
門
を
▲検
使
と
し
て
城
内
を
請
取
丈
夫
二人
数
を
入
置
▲毛
利
家
懇

望
篠
々
の
旨
二ま
か
せ
五
ヶ
囲
井
誓
▲紙
人
質
を
請
取
先
毛
利
家
の
陣
を
沸
は
せ
▲秀
吉

は
心
辞
に
も
て
な
し
六
月
六
日
未
刻
備
▲中
表
を
引
備
前
國
沼
城
　
二至
七
日
大
雨
疾

風
一云
敷
ヶ
所
の
大
河
洪
水
ヲ凌
姫
路
二至
廿
里
計
其
日
▲着
陣
し
て
諸
卒
相
揃
は
す
と

一
人
ウ

い
へ
と
も
九
日
に
姫
路
を
▲
立
書
夜
の
境
も
な
く
打
上
程
二撮
津
國
尼
崎
．ス
至
秀
吉
着

陣
之
篠
池
田
紀
伊
守
惟
任
五
郎
▲
左
衛
門
尉
堀
九
太
郎
各
相
談
踊
州
富
田
二陣
▲
取
先

の
人
敷
は
天
神
馬
場
山
崎
二至
て
取
績
▲
惟
任
か
行
を
見
合
惟
任
は
秀
吉
着
陣
ノ
事
少

五



も
▲
知
す
勝
龍
寺
の
西
山
崎
東
日
ま
て
陣
を
と
る
▲各
相
談
云
秀
吉
今
西
囲
に
て
釣
留

の
篠
急
▲
度
踊
州
二至
て
働
を
な
し
播
州
へ乱
入
す

へ
し
▲
然
者
秀
吉
敗
軍
す

へ
き
問
囲

境
二
て
悉
討
呆
▲
へ
し
と
評
議
　
す
る
半
二秀
吉
昨
今
の
間
富
田
▲
山
崎
に
着
陣
の
由
注

進
あ
り
惟
任
案
二相
違
▲
し
て
俄
二行
を
改
人
敷
ヲ
立
替

一
戦
二及

へ
き
▲
覺
悟
を
な
す
秀

吉
人
敷
備
中
備
前
二相
後
者
▲多
し
故
一三

高
餘
騎
二過
す
然
二織
田
三
七
惟
任
▲
五
郎
左

衛
門
堀
九
太
郎
井
掃
州
衆
相
加
も
の
也
▲
秀
吉
日
頃
即
合
戦
念
の
太
刀
思
ひ
詰
た
る
有

▲
様
是
天
魔
波
旬
を
も
欺

へ
し
川
手
中
筋
に
▲
右
之
軍
勢
を
分
三
筋
に
鑓
を
作
り
箱
出

惟
任
▲
人
敷
段
々
二立
置
敷
刻
防
戦
庭
中
筋
山
川
▲
の
両
手

一
度
二箕
手
を
廻
し
矢
楯
も

瀦
ら
す
▲
即
時
二追
崩
悉
敗
軍
す
惟
任
近
習
衆
三
千
▲
計

一
手
ェ堺
勝
龍
寺
二楯
寵
方
々
ヘ

北
走
輩
或
▲
久
我
縄
手
或
西
岡
桂
川
淀
鳥
羽
二至
テ
追
詰
▲
々
々
打
殺
す
丹
波
の
路
筋

ヘ

も
入
切
落
武
者
二

人
も
遁
さ
す
討
殺
す
即
勝
龍
寺
へ人
数
を
▲
よ
せ
四
方
四
面
二陣
執

悉
挫

へ
し
と
行
を
成
所
一云
惟
任
こ
れ
を
み
て
先
非
を
悔
と

い
へ
と
も
叶
は
す
▲
今
夜

退
城
せ
す
は
給
と
成

へ
き
事
限
前
也
先
二

端
坂
本
城
に
楯
寵
時
節
を
待

へ
き
思
惟

を
▲
な
し
て
夜
半
計
二密
に
五
六
人
一五
日
知
此
地
は
▲
案
内
者
也
大
道
を
は
通
ら
す
し
て

薮
原
の
中
▲
日
の
畔
俸
忍
々
二落
行
寄
手
は
書
の
合
戦
二疲
▲
鎧
の
袖
を
敷
干
文
を
枕
と

す
其
間
二勝
龍
寺
ノ
▲
園
を
落
出
城
内
一京
惟
任
が
落
を
聞
て
我
先
こと
▲
崩
出
或
外
聞
に

寄
合
或
待
伏
に
行
過
テ
過
半
ハ▲
遁
さ
る
も
の
也
扱
堀
九
太
郎
は
軍
前
後
江
州
▲
を
指
て

打
出
又
安
土
山
一ス
明
智
爾
平
次
惟
任
▲
敗
軍
の
趣
を
聞
届
彼
金
銀
を
鎮
し
宮
殿
▲
棲
閣

を

一
度
に
焼
沸

一
千
餘
騎
を
廻
　
惟
任
に
▲
馳
加
ら
ん
と
て
打
上
大
津
に
出
る
み
ち

に
て
堀
▲
久
太
郎
に
行
合
即
追
立
ら
れ
三
百
計
う
た
せ
て
▲
爾
平
次
は
小
船
に
と
り
乗

坂
本
の
城
楯
籠
其
夜
▲
の
前
後
惟
任
追
懸
者
多
し
界
雨
頻
に
し
て
▲
敵
味
方
其
類
別
を

し
ら
す
山
科
醍
醐
相
坂
▲
又
は
吉
田
白
川
山
中
方
々
よ
り
首
を
打
束
者
敷
ヲ
▲
知
す
秀

吉
其
翌
日
三
井
寺
に
着
陣
す

一
日
▲
滞
留
を
成
庭
諸
口
よ
り
討
衆
首
悉
韓
検
▲
す
る
に

其
内
に
惟
任
首
あ
り
秀
吉
日
束
ノ
本
望
▲
井
悦
二堪
さ
る
者
也
是
天
哉
命
哉
明
智
璃
平

次
▲
此
由
を
聞
て
惟
任
か

一
類
其
身
の
容
層
悉
▲
指
殺
し
殿
守
二火
を
懸
自
害
を
成
畢

ぬ
▲
敵
味
方
共
二相
感
す
る
者
也
秀
吉
は
大
津
よ
り
▲
安
土
に
至
り
是
を
み
る
に
悉
焦

土
と
な
る
様
．云
暁
風
残
月
荒
涼
寂
実
の
消
息
往
日
歌
舞
▲
遊
宴
の
時
何
人
か
こ
れ
を

エハ

思
は
ん
誰
人
か
是
を
怪
▲
ら
ん
然
二江
州
北
郡
長
演
に
は
阿
閉
孫
五
郎
▲
惟
任

一
味
と

し
て
在
城
す
秀
吉
宿
意
な
き
二非
す
▲
故
二降
参
二及
は
す
長
濱
を
明
て
我
本
の
舘
一云
引

楯
寵
る
秀
吉
元
よ
り
悪
事
な
れ
は
何
そ
是
を
▲
緩
さ
ん
や
即
人
敷
を

つ
か
は
し
阿
閉

か

一
類
悉
傑
一云
か
く
る
也
又
樟
山
に
楯
籠
逆
徒
等
惟
任
五
郎
左
▲
衛
門
に
封
し
懇
望

致
す
者
也
そ
れ
よ
り
各
尾
州
▲
濃
州
二至
て
働
を
成
す
此
時
織
田
三
助
信
雄
柴
▲
田
修

理
進
勝
家
進
々
に
出
張
あ
り
清
須
二を
ひ
て
▲参
含
を
な
す
平
朝
臣
信
忠
嫡
男
を
天
下

の
▲
主
君
と
定
織
田
三
介
信
雄
を
尾
州
の
屋
形
と
定
▲
同
三
七
信
孝
を
濃
州
の
屋
形
と

定
さ
て
羽
柴
▲
柴
田
惟
住
池
田
此
四
人
と
し
て
天
下
の
政
道
ヲ行
▲
今
度
忠
節
の
輩
に

知
行
を
分
宛
分
囲
ヲ定
▲
入
魂
す

へ
き
固
を
な
し
誓
紙
を
と
り
番
し
▲
各
踊
囲
し
畢
ぬ

劇
鍮

麟

期

却
轟

錘

職

揺

稚

誰

謗

噺

錠

新

範

癖

絃

に
は
五
常
を
事
と
し
て
朋
友
と
含
し
▲
内
に
は
花
月
を
翫
て
詩
歌
を
學
と
い
へ
り
今
▲

此
難
に
逢
事
遺
恨
尤
深
し
或
人
述
日
異
國
▲
の
公
治
長
は
繰
縦
の
中
二在
て
も
其
罪
に

あ
ら
す
▲
本
朝
曾
我
五
郎
時
宗
は
縄
を
か

ゝ
り
て
含
稽
▲
の
恥
を
す

ゝ
く
今
以
同
之
其

後
車
二乗
洛
中
を
▲渡
し
惟
任
首
を
は
鶴
二継
て
栗
田
ロ
ニを
ひ
て
▲
雨
入
共
に
機
に
上
る

京
童
落
書
二
い
は
く

▲
し
ゆ
う
の
く
ひ
き
る
よ
り
は
や
き
討
死
は

▲
こ
れ
た
う
は
つ
の
し
る
し
な
り
け
り

▲
合
戦
に
ま
け
す
ご
ろ
く
の
さ
い
と
う
は

▲
七
め
く

ゝ
ら
ば
恥
を
こ
そ
か
け

▲
惟
任
は
数
年
将
軍
御
厚
恩
を
以
共
身
を
立
ス
屡
集
花
に
ほ
こ
る
爾
長
久
を
希

へ
き

庭
一二
何
そ
や
相
公
を
討
奉
る
事
豊
天
罰
な
か
ら
む
や
上
ハ
月
二
日
に
討
奉
れ
は
同
十
三

日
二汝
か
首
を
刻
▲
ら
る
事
因
果
歴
前
の
道
理
也
長
岡
兵
部
▲
太
輔
藤
孝
は
年
末
　
指

軍
の
御
恩
恵
浅
か
ら
す
▲
然
に
今
度
惟
任

一
味
せ
す
秀
吉
と
心
を
合
備
中
▲
表

へ
飛
脚

を
遣
し
其
後
江
州
濃
州
二馳
束
▲
各
相
談
し
踊
國
之
刻
京
都
二を
ひ
て
▲
持
軍
御
追
善
ニ

連
歌
を
作
日

▲
墨
染
の
ゆ
ふ
へ
や
な
こ
り
袖
の
露
　
　
　
藤
孝



▲
玉
ま
つ
る
野
の
月
の
あ
き
風
　
　
　
聖
講
殿
道
院

▲
分
か

へ
る
陰
の
松
む
し
音
に
な
き
て
　
　
紹
巴

▲
右
の
趣
向
等
誠
に
天
下
諒
間
の
こ
と
は
り
愁
涙
餘
▲
有
事
尤
也
さ
て
秀
吉
は
御
次
丸

を
召
供
し
▲
重
て
上
洛
し
　
相
公
御
腹
を
め
さ
る

ゝ
本
能
寺
ノ
▲
奮
跡
に
分
入
落
涙
愁

歎
限
な
し
秀
吉
所
生
▲
元
宋
貴
に
あ
ら
す
　
指
軍
御
雑
器
ゆ
へ
御
▲義
恩
を
家
事
其
比

類
な
し
剰
　
相
公
第
五
▲
御
次
丸
を
養
子
二
下
さ
る

ゝ
然
則
者
秀
吉
も
▲
同
胞
合
撻
の

侍
な
り
御
葬
碓
な
く
て
は
あ
る

へ
▲
か
ら
す
去
な
か
ら
歴
々
の
年
寄
衆
殊
二御
連
枝
▲

お
ほ
し
依
之

一
端
其
蝉
を
顧
み
掛
酌
を
加

へ
士
ハ
月
よ
り
十
月
二至
迄
柳
の
法
事
を
も

行
は
す
▲猶
是
を
案
す
る
に
昨
友
は
今
日
の
怨
讐
昨
花
ハ▲今
日
塵
挨
な
れ
は
誰
あ
り
て

束
日
を
期
せ
ん
や
▲
誠
に
下
駿
の
貧
士
貧
女
ま
て
も
其
跡
を
即
▲
其
志
を
致
す
通
法
也

況
人
君
二を
ひ
て
を
や
▲
今
此
事
を
懃
す
は
千
変
高
化
世
間
の
槌
▲
測
量
ヲ
難
レ
成
初
十

月
初
於
龍
賛
山
大
徳
寺
二

七
日
法
事
ヲ催
御
佛
事
峨
金
雑
用
之
▲
篤
二鳥
目
宣
高
貫
付

不
動
國
行
御
剣
又
▲
御
位
牌
所
．五

宇
之
精
舎
ヲ建
立
し
▲
総
見
院
殿
大
相
囲

一
品
泰
巌

大
居
士
卜
披
▲
祠
堂

一
ヶ
作
事
料
二銀
子
千
三
拾
枚
渡
ス
▲
又
寺
領
五
拾
石
後
代
迄
無
相

違
様
一一遠
慮
ヲ▲
加

へ
八
木
五
百
石
二
て
寺
家
計
ト
シ
テ買
得
シ
寄
進
ス
ル
所
也

▲
扱
法
事
次
第

▲
十

一
日
韓
経
　
十
二
日
頓
篤
井
施
餓
鬼

▲
十
三
日
懺
法
　
十
四
日
入
室
　
十
五
日
閣
維

▲
十
六
日
宿
忌
　
十
七
日
陸
座
描
香
也

▲
就
中
十
五
日
御
葬
薩
之
作
法
諸
人
ロ
ヲ驚
す
▲
所
也
先
棺
榔
を
は
金
紗
金
欄
を
以
憂

軒
▲
の
要
略
欄
干
の
擬
賛
珠
皆
金
銀
ラ鎮
八
▲
角
の
桂
丹
青
を
轟
し
八
面
の
間
採
色
紋

桐
▲
沈
香
を
以
佛
像
を
刻
彫
し
棺
榔
の
内
に
納
▲
奉
り
彼
蓮
重
野
縦
横
廣
大
な
る
二
四

門
▲
の
幕
白
綾
白
段
子
方
百
二
十
間
之
中
火
屋
▲
あ
り
如
法
経
堂
造
也
惣
廻
二埒
を
結

羽
柴
▲
小

一
郎
長
秀
警
田
大
格
と
し
て
大
徳
寺
よ
り
▲
千
五
百
丈
の
間
警
回
の
武
士
三

高
計
路
の
▲
左
右
を
守
護
し
弓
箭
鑓
鐵
胞
を
立
績
き
▲
葬
場
に
は
秀
吉
分
國
の
人
敷
は

一五
二及
は
す
▲
合
機
の
侍
悉
馳
集
其
外
見
物
の
貴
嬢
雲
霞
▲
の
こ
と
し
御
輿
の
前
藤
は
池

田
小
新
後
張
は
▲
羽
柴
御
次
丸
昇
也
御
位
牌
は
相
公
第
八
男
▲
御
長
磨
丸
御
太
刀
を
は

国
立
国
会
図
書
館
蔵

『豊
臣
公
報
君
解
記
』
解
説
井
に
翻
刻
本
文

秀
吉
持
給
ふ
彼
不
動
園
▲行
也
雨
梯
二相
連
者
三
千
餘
人
皆
鳥
帽
子
▲藤
衣
を
着
す
五

岳
を
始
と
し
て
洛
中
洛
外
の
▲碑
律
八
宗
九
宗
の
僧
侶
幾
千
高
と
い
ふ
こ
と
を
▲
し
ら

す
其
宗
々
之
威
儀
を
調
へ
又
手
間
許
集
▲含
行
導
す
五
色
の
天
蓋
は
日
二輝

一
様
の
▲

幡
は
風
二翻
る
沈
水
の
煙
は
雲
の
こ
と
く
燈
明
の
▲光
は
星
に
似
た
り
供
具
盛
物
無
足

二
人
オ

造
花
▲
七
賓
荘
巌
九
品
滞
土
五
百
羅
漢
三
千
彿
▲
弟
子
日
前
二有
か
こ
と
し

▲
佛
事
役
者
次
第

▲
鎖
壼
　
恰
雲
大
和
尚

▲
掛
員
　
玉
仲
大
和
尚

▲起
壼
　
古
湊
大
和
尚

▲
念
誦
　
春
屋
大
和
尚

▲
隻
湯
　
明
叔
大
和
尚

▲
隻
茶
　
仙
岳
大
和
尚

▲
取
骨
　
竹
潤
大
和
尚

▲乗
火
　
咲
嶺
和
尚
大
講
師

▲
其
掲
日

▲
四
十
九
年
ノ夢

一
―
場
威
名
説
二什
ナ
ン腹
ノ

▲
存
亡
≧
萌
看
火
裏
鳥
曇
鉢
吹
作

▲
梅
花
遍
界
香
　
喝

一
喝

▲
其
時
秀
吉
御
次
丸
相
共
二焼
香
し
給
十
月
▲
十
五
日
巳
刻
．塩
小常
の
煙
と
成
奉
る
是

こ
れ

一
▲
生
別
離
の
悲
也
た
れ
か
歎
さ
ら
ん
殊
更
涙
の
▲
と

ゝ
ま
ら
ぬ
は
秀
吉
雙
眼
也

是
　
指
軍
の
▲
威
氣
天
下
こ衣
被
し
古
今
二獨
歩
す
る
故
上
は
▲
上
皇
を
安
し
奉
り
下
は

下
民
を
憐
む
切
黍
も
▲
勅
使
を
立
贈
官
を
給
ふ
　
▲
総
見
院
殿
大
相
囲

一
品
泰
巌
大
居

士
と
▲
瞬
し
奉
る
者
也
▲
秀
吉
備
中
表
に
を
ひ
て
武
勇
を
専
と
し
▲
書
策
を
運
さ
す
は

い
か
て
か
速
二惟
任
を
退
治
▲
せ
ん
親
本
意
を
達
し
此
孝
養
を
行
給
ふ
事
▲
秀
吉

一
世

の
冥
慮
末
代
の
鍵
鑑
也
切
記
之
▲
高
歳
々
々
珍
重
至
祝
而
己

▲
天
正
十

一
年
猛
冬
日
　

水ヽ
種

▲
右

一
巷
者
播
州
之
住
藻
品
斎
由
己
家
▲
秀
吉
之
仰
作
記
之
云
々
▲
今
天
下
之
司
職
玄

七



以
尊
老
巌
▲命
難
辞
之
問
乍
蝉
避
研
蓋
展
▲
白
椿
陰
昏
鳩
者
也
篤
恐
之

〔後
書
〕

▲
一
貞
永
式
目
出
来
ノ
歳
ヨ
リ
天
正
十
年
壬
午
ノ
歳
▲
信
長
公
御
代
迄
三
百
五
十
年
二宙
ル

ム
寛
永
十
三
年
丙
子
ｒ
一月
十
二
日
書
用
之
者
也
▲
松
庵
玄
茂

（花
押
）

▲
此

一
冊
申
歳
二書
篤
候
▲
又
今
校
合
者
也
二

頼
朝
富
士
野
牧
狩
よ
り
天
正
八
年
迄
四

百
年
二成

―
以
上
―

［付
記
］

資
料
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
よ
り
許
可
を
賜

っ
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

―
平
成
十
四
年
九
月
十

一
日
　
受
理
―

八


